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2025年度 自主事業の紹介

新館長就任あいさつ
新館長

籾 山 勝 人

　鑑賞事業では、「サロンコンサート」６公演に加え、「岡本知高リサイタル2026」や狂言、寄席、タンゴ、ファミリーコン
サートなど数多くの公演が予定されています。
　また、芸術と科学のハーモニー事業では、地元企業による「サイエンス・トーク」や「レゴロボット製作教室」、「現代
アートの鑑賞」などが計画され、他にも「モーニングコンサート」、「絵画展」、「文化祭」などが計画されています。
　今年度も魅力ある事業を数多く実施してまいります。多くのみなさんのご来場をお待ちしております。

　はじめまして、武豊町民の皆さま、ゆめたろうプラザを
日頃からご利用、ご参加されている皆さま、この度縁あっ
て、武豊町民会館の館長に就任いたしました籾山勝人と
申します。
　武豊町は、父の故郷であり、幼き頃は、おばあちゃん、親
戚のお兄ちゃん、お姉ちゃんによく遊んでもらった思い出
の町であります。
　変わらない所、変わってしまった所、まち中を少し歩く
だけで当時の幼かった頃の記憶がよみがえってきます。
昭和の時代は本町に文化会館はなく、催し物の鑑賞は電
車に揺られ北に向かっていましたが、町民待望の「武豊町
民会館ゆめたろうプラザ」ができてからは、近くで文化活
動や鑑賞の機会が得られるようになり、昨年度、開館20
周年を迎えました。
　この間は、初代安藤館長、２代目竹本館長のオペレー
ションで全国的に名を馳せる劇場に育ちました。そこには

全国で唯一の行政とＮＰＯ団体（武豊文化創造協会）と
の協働で劇場運営を成し遂げてこられたこと、県内で唯
一の芸術とサイエンスの共同事業を地元の企業連携で成
し遂げてこられたことなどがあげられます。
　長年、全国公立文化施設協会のコーディネーターや特
定非営利活動法人世界劇場会議名古屋、また現在兼務
する長久手市文化の家の運営を行うなかで、会館主導型、
行政主導型、民間主導型など、あらゆる形態の劇場を見て
きました。ここ武豊町は、地域住民との対話で事業を推進
する理想の形が既に20年前からできています。
　このような全国に誇れる劇場で、第２の故郷といっても
いい町で「武豊の文化芸術」を町民の皆さまと共に創って
いける喜びで心躍っています。
　「さあ、武豊物語の第３ステージの始まりです。どうぞよ
ろしくお願いいたします。」
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